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IUD装着者の細胞診による管理，

I はじめに

l 研究第 1部

愛育病院検査科

同産婦人科

f 子宮内避妊器具 (int悶叫eririe'devi田，以下IUDと

略すうはい現在世界民広 4普及じ，避妊効果の面~，I;高

〈評価されていることから，婦火科診療において/種々

のIUDの使用およびIUD装着者の管理に次第に関心

が高まってきているゐ同時に;:1 UDの子宮内陸への接

触による物理的申1jdJ'iか:1;生じ石副作用も臨床」ヒおよひ'子

宮内膜の病理組織学上じばしば問題にされている。特に

IUDと子宮内膜癌の発生頻度との相関関係は，現在の

ところ認められていなん、が1)， J.UP;i装着者の病理縄織

学的および細胞学的検索によって，炎症性変化，、内~の
発育遅延，内膜増殖症，巨大組織球:2).calcified bodyS).8人

子宮内膜癒を疑わせる異型腺細胞札'01の出現等が認めlら

れることは諸家の報告するとヰちである。

われわれは，厚生省の指針通りに IUD装着者の定期

検診を行い. IUDの装着状態および副作用を check

すると共に，各定期検診持~;... :?'3:~_inal: P_o9J ;~~回ば以

下 V-smearと略す).， .~ndoc~!vica~ scraping s~，eむ

〈以下"'EC-s~e~r と略す).-'endori1etrial asp江主tion

S回目r:(以下 EM-smearと略す〉と抜去時は lUDの

to\:ícli~:smear 等の細胞学的検察を130例に実施じ;'TU.

，Dめ影響によ晶細胞学的変化の観察およびjUD議着筆
ι":-v、，

の細胞診による管理方法の検前を行った。

川い，

II 対象および方法

対象は，昭和53年1月より昭和54'年 1月までの愛育病

院産婦大科外来における 11)0.装着希望者，既に本研究

開始前に IUDを装着ルτいた定期検診者およびIUD

の抜去希望者の 130例苦ある。7年齢は23歳から48歳まで

で，平均年齢は32.，3歳であり，全例経産婦である。妊娠

例およびIUDの自然脱出例は本研究の調査対象から除

外した。使用した IUDの種類は，優生!J:/グ.FD-l. 

Lippes Loop， Saf-T-coil. Copper~7;' Copper~T である

〈写真 1). 
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写真1 使用した IUDの種類

井 七

ItJD装着者の管理方法は，昭和49年8月!の厚生省指

針l矛官同遊器具の使用上の注意事項に基づい宅.: l'U 

Dの装着時期を月経開始後10日以内う分:娩鋒は約2，r，月

を経過してから，中絶・流産後は第l'国為盛岡陥10日

以内とし. 1 UD装着後は f伊丹;_;3:~片舟ぬ陶隔で，
その後ぼ6宇月毎に定期検診を受けるよ?うに指導ιたo

.1.UDめ装着期間は，副作用がないがぎり.Copp町ー，.7;

Coppor-T1優生9'/"を2年で突換l..，他の、I:U.Dは本

人が避妊を必要とする期間の装器を続け苫ぜた日干 '.ρiU')

細胞診は. 1 UD装着前を controlとしてj、各定期検

診時に綿棒で.V-smear" EC母血ear洋'f増淵君子賞内

膜スメ 7吸引器で EM-smear(写真2.3)を. 1 UD 

抜去時ば iIJDの touchsro岨r を作製い".pipani~
写真2 子宮内膜細胞採取 l ¥ fI  

- 23ー



写真3 増淵式反復吸引装置
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異型腺細胞出現例では，直ちに IUDを抜去 L.子宮 D た。

内艇の病理組織学的検索を行ない，その後も，定期的に

子宮内膜細胞診を念めた細胞診管理を行ない，典型腺細

胞が認めiられれば，病理組織学的に再検する方針とした。

coloau染色を施Lた。染色標本の細胞所見については，

股上皮局平細胞，額管腺細胞，内膜腺細胞の性状.repalr 

cell.国 lci何同開.forei担bOdy.ty"t-e: giant cells 

等の出現についての観察を行ない， foreign. body type 

giant cellについては. 1 UDの種類および採取部位と

出現頻度との関係を検討したa典型リ腺細胞出現例につい

ても.. IUDの種類j採取部位，装着期間および forei喝

gn bOdy type' gi担 tcellの出現との関係を検討した。

、虫、:説'究成積、
、

1 使用、じた王 UDの積類別1~1数 、 ノ

、優生 Y'YY.34例.:.~~ip~，s‘l'.pop 41例.< ， Saf/r~ç()ilτ 

例;-'，C9PP町-7-.2例(;Copper_J'15例であり〈第4表).

Lipp!申_r!;POP，'j':優生iY.c:(y.... l'D， Lの服に書<';ー Saf-X-

coil.活性'J:U:D，、てであ'<;;.Coppe"T.Copper-7の例数は

分、主治t~.2"た。- -..l :~ f:":nl山 U

l曹、，:::' 34 例

31 例例
41 

7 例

2 担l

15 例

第 2表定期検診率

: l:i~ ¥もAltZ五:1後

4 ヶ月後

10ヶ月後

16ヶ月後

63，5% 

38，9J五

48，6% 

65，9% 

3 細胞所見

ωForeign body type giant cell 

組織球の 1種であり，核を多数有する大型の細胞 Fo-

reign加dytype giant cell (写真4)は IUD挿入前

の control群29例では.V， EC. EM-smear何れの標

本にも認められなかった。 IUD装着例セほ.'20例に認

められ.1細胞採取部位別にみるJ主;，E!y1 7 ，sm，e~r : 45例中

11例。:_4-.4%);.，.touct._'?m田 r14例中世例 (64，9%).

Y.' EC;-smear 103例中0例(0%)(#喜3田①表〉であり，

耳:Mi-touch-smear施行例59例はついて;:.r.UDの種類

別にみると，優生r9"，:/グ24例中13例 (54，2%). Lippes 

Loop，18例中4例，(22:2%); FD_1.14例中3例 (21:5

%). Copper_T 3例中 O例 (0%) (第3吋②表〉であ

町
立
山
臼

t{jD括判例 Jげ数

優生町 γグ

Lippes Loop 

FD.-1 

ωp沿
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第4表異型腺細胞の出現例

青木他:I UD装着者の細胞診による管理

"ー，，~(，;; r:-，:ミ!日、v 、?一、

CELL I'EATUR主主 { 

‘a 

一、
CASE AGE IU口、 PwZ EeU 宜arIDiOnD g 

LHAISRTGIE 0 ll1cEAD，LBCOIFDLY |ll FSN TICRAATTI0I-|1LV邸AcuO.防旧医oUMCLAE田AιR-|l I PNRIJOOMLENOb LI 

1 32 
RRiInng g 

V '-2V: 〈ー〉 〈一〉 (+) 
て〈み+干〉〉 く〈l+ギコ) ， 

c'り
2 30 E、M .1 -y':g(M ， (*) 〈ー〉 〈JF〉 J 〈一〉

3 35 
R丑mingE J 

E M lY;.2M; (+) 〈ー〉 (+) (+) (+) 〈土〕

4 42 E"M、 2Y' 〈件〉 (+) 
〈〈一+〉〉

(+) ， (土〉 (-) 

6 30 FD.l I Touch 1 y:， に*) (+) (+) 

1:ω 〈C土+〉〉
〈一〉

6 34 ;Ring;，~ E M  2，Y・詰M (+)、 (+) C+) (+) く一〉

7 27 Lippes EM  I 2Y: 4~: ' Cでめ 〈一〉 (+) C￥う I (+) 
8 30 _Lippes， 

TE oucM h 
4M 〈一〉 〈一〉 く一〉 〈十〉 く+) 〈一〉

9 35 Copper 2Y・10M (:-) 〈一〉 く+) (+)人 〈土〉 〈一〉

(2) Calcified body は核の大小不同，グロマチシ増量j核小体のsB犬，細胞

IUDが原因となって生じる caldfied.，bodyの出現 の重糠性と配列異常が著明な腺癌を疑わせる細胞所見を

はコ民トp，，"ーソレ群では認められず.'1 UD装着群では 9 呈し(写真 6).軽度のものでは.細胞質内密胞と核の徴

例に認められ，細胞採取部位別では" EM"sni国 r3例，

totith. s血 ear"6例であり;"TU:Dの種類別ではゾ:優生

リ日グ5例， ，Lippes Loop 3例;， FD.I l'例であった。

I'UD袋着例Kみられる!Calcified bodyは卵巣癌や

子宮内膜癌に付随して出現するもののよう民典型的な同 量，

心円狭層状構造を量七なかづた〈写真 5)。

写真5 Calcified body' XI000 

刷、英型腺細胞，心 、"' 

典型腺細胞の出現は，対象，130例中9例に認められ，

何れも'IUD装着群で広dだ0'(細胞採取部J位別では，

て(4):.jモ町{也川 Y，C" (;'; 、ccス

腿J::皮.ffii'平細胞，頚管腺細胞は IUDの非装着者との

細胞所見の益を見出すニとは由来なか会た，-Repaii'_ .cell 

〈写真.7)の出現世認め品}れたが.ーその出現頻度おま、び、

細胞採取部位，:-:FU~D_の種類主円相関関係についての検

V;sine，ar;'-'l例，.'EM， smear，;:6例;、touch'Snl'曲'r:'，'2例 1 討は省略Lたが"〆い→ '::ì-~f;._'; : .::.i ; .ヤ、し

であり，〆 I'UD'!の種類別では，優生 9':/，]1:5例，ご-Lippes -:I4 組織学的所見二 1"_. <ぃニペ三也

LqoP('2例i"FD.L1例.'Cotper.T ，1例であヴたふl典型 典型腺細胞の出現例応;?V:、て必至F宮内膜時組織学的検i

腺細胞が認められ花時点まで旬装着期聞は5桝丹治崎 2 索を行った結果，慢強炎症像?なわ方 9\;7~1)筑ノL多核白

年10，""月，平均1年6ヶ月宅あった。典型腺細胞出現例 血球の間質への浸潤やr¥腺組織の形成不全fリ !H車二邑波細胞f

9:例の?~ぢ.Jf6rejgn' body.ty;pe' gia'nt c_ellが6例に， の萎縮，間質細胞の紡錘イbがみられた。また♂分泌明院内

calCified胸骨が3例に認められた。" 際組織を採取Lたに也かかわらず，増殖期の組織像在量

腺細胞の異型度にはがなりの差があり'，"1例〈症例 1) する内艇の性周期のずれも認められた〈写真8:').'0.;;-'l;r::ρ 
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5 異型腺細胞出現例の follow-up

異型腺細胞出現例は，lj.!.g抜去後， f司際の組織およ

び籾砲栄的検索コ~ f<;l~o.w-.~p した結呆を全例 reve悶ble ，

な変化方おり， .写ケ早以内に異型腺細胞は認められなも

なった。〈第4表〉

写真7 Repair .c，el1 X400 

F写真8、子宮内膜の組織像〈λxlODミ

W 考察

現在，多去の種類の IUDが世界で使用されてきてい

るが，我が闘においては，昭和49年8月に国産 1UDと

して太田 9.:/グ，優生.9:'./:j(の2種類が製造，販売を許

可され，昭和52年11月には fishbone型の国産 FUDで

あるl'D，Iと米国製の Lippes:.Loop.、が使用許可吉れた。

当施設におい:0;1:，'使用認可古れた土記I、UDの他に.，"

少数例ではあるが， : Saf，T-Coil， Coj>Per;7iiを使用じだ.

2 避妊効果および痔瓶、出血等の副作用は.ii活性.IUD

を除いて， 1 UDの表面積に比例するといわれている叩

問。著者らの細胞学的検察において沌?と、~fp't~ign.: b6dy 

typ_e. :g~aÌlt; .ceJk.異型腺細胞の出現頻度は~;'::$piiia.r構造

をも受茨函積の最も大きh優生9:，7/":1:; 壬vt"Lippes

Looj>¥(D )，;;960m)ll';U'D-I '6.u，Omm' "，'の順に南かかた。

〆細胞採取法につい主は，'，~V へ sniear"は解昔IJ学的関係か

ら世明ちかなよ吊に，踏壁，子宮陸部手宮頚管，子宮

体部内膜説転車IJ離じた細胞が含まれてい、るがよ/正常芳は

頚管や子宮内膜の細胞は数が少い。 EC-smearほ頚管内

に限局した頚癌の場合，外見上子宮腹部に全く異常がな

くτも思いがけず務純砲を見付JTる、ζとが出来，頚癌発

見上有力である。 !EM'-'sfuearは直接内膜細胞そのもの

を吸引するので，.(W-に惑性細胞のスク円ーユKグばかり

でなく， en9.o，J:U~trial hyperplasia. また子宮内肢の炎

症および性周期をも判読しうる円

IUD装着者における/V.:C. EG-smearの細胞所見

と非装着者のそれと比較ιても，差異は認めちれなじ、。

すなわち，睦扇平止皮の性周期においで，荷者同じ eell

patternを示1.-，炎症性変化も細胞像か}ら両者の差吾見

出すことは出来ない1)0 Hightnan 8)は C-sme'arを'eal-

口自edbodyを資喰した forelgn民近y'type";giant cel1 
を認めた 1症例を報告しているが，石浜6).Fornari 10) 

ちの記蛾によると， C. EC-smearでの foieigIl'body 

type. ._giaJit cellの出現怯き約めて稀なものと述Jぎてい

る。本研究においても，これらの出現は".v.EQ-smear. 

103例中0例であった。舷およCJ頚管内感染は関しては計

FUD装着にも.Trichomonas，' Lepto:thrix.， ~'Monilia;d 

Herpes.嫌気性菌等部検出されるが.:]oIl.es却は， "Acti~ 

nomyçes-like~orga町S叫が IUD装若者の、cervico;va­

ginal、smearで..19.7%に認められ，非装着者で減。'，'%

であったことhι，この organlsm は IUD装着者K

特異的に感染す7ると報告Lでいる。

IUD装着者の EM-smearと抜去された IUDの

touch smearでは， calcified body， foreign body type 

giant celI. metaplastic.cell;.end.ometrial hyperplasia. 

atrophic ceU，異型腺細胞等の出現が時々認められる。

国 lcifiedbodyは，主として蛋白，カルシウム，マグネ

シウムなどの成分からなり， IUDに沈着して形成され

る汽阿部らは8)，calcifted l)Ody.を抜去した IUDの

touch Sml回 r39例中10例、(25.6%)に認め，本研究で

は， EM. touch， smear合わせて59例中9例 (15;3%)

に認めた。本研究の結果が阿部らの結果より出現顔度が

低いのは，材料採取法の違いによるものと思われる以

foteigI(tody tyPe: giantj:~l1につい?ではi1 田中"，は

touch:"smeat.:'，]55例中85例は認めた主報告じ;:Sa:gil'oτ 
glW，;I)は;.I'UDの避妊効果を組織球お止ぴ多核巨大組織

球日公る精子の食喰に求め之おり~:' /rrebichav:sky~61，は，

IUD装着下の妊娠ば精i'fがこれら?の世lacrophage'

berrier を避けて~::' ovi~9.ct:、に到達!じ芯いると考えτu、

る。一方， :.lYfyatt~6) は; macrC>phage:.‘による精予の食喰

は稀であり，むιろ.;:macrop'hage;~'こ富む\l UDの表面

には，精子の生命力を阻害する多£の生物学的活性物

質，例え~~i， prostaglandinsが存程する恥ら避妊が成立

- 26ー



背木他，);IUD装着者の細胞品舎に占る管理

すると報告している。 ，，，九，r(!l一./; 

.HJ'D装着者の細胞診で観察苫れる暴型腺細胞は，体

部または頚管か信華:IJ離じた腺細胞が変性，じたものである

と考たちれるiJohnstoIie"は町'49裁の女性の EG-smear

から，細胞質内空胞が著明で;，';，:クロHチ記増量，核被11:

厚;)::B~大Lた核小体を宥世る細胞群が発見された、ニと品

ら腺癌を疑い，)後~~;'ì 患者はJ';UD装着暑で1b'1>'むとJを

知り，内膜組織検査および IUD抜去後のおllbvi:upで

腺癌を否定じ充た症例を報告、L:"Cいる(i:': Foinaì:i-.r~)は;::

IUDめ影響民i品Lうで生じるA典型腺細胞は40蔵台に多く

認められ，往々 民(じでず;falsec事ositivê;民色!られるので，

IU:Dの有無に古いさ右の情報は必ず細胞士に伝達吉れ器

ベきセあると強調:15'.'異型日限細胞が認めちれたまUD装

着者に対して，繰返しの細胞学的検察を行ない，ι よJり明

確な証拠が得ちれるま~'é"y(i性急な手宮内膜;ソ白万ほ避け

るべきであるiと述べ?で lj;Q:ó)'''_::~U "j ;_-'，' ".，，，. ..(! 

子宮内股病変の細胞学的検紫には，子 O.< ，~EC-smear 

だけでは不ト分であり，けEM+smear..I)t必要巧ある'::;. .eは

いうまでもない。例えば，体部の細胞診断率は，岡島n

らの報告によると， V. C. EC-smearでは30-33%，増

淵式子宮内膜スメア吸引器による EM-smearでは79%

であり.Bibbo17)らによると. V. C. EC-smearでは67

%. EM-smear (Vakutagのでは1009ぎであり.atypical 

hyperplasiaの細胞診断率は.V. C. EC-smearでは20

%. EM-smear (Vakutagめでは100%であったと述べ

ている。 IUDが原因と恩われる異型リ腺細胞の出現は，

著者らの成績によると 9例に認められ，そのうち 8例

は EMおよび touchsmearで 1例は V-smearで

認められた。

以上より.EM.， touch smearは，子宮腔内の病変診

plasia. .-:n'Ietapla.sia_:'等も戸都民証明されrている0"また

子宮内膜の周期のごF牧も、 I，UDの附着部氏限ちれJτいる

場合が多い。間質においては紡経形細胞の出現が特徴的

で， ，じれは間質細胞の発脊司令全1と考尤ちれずでいる;;>t.

細胞診噌，ド腺癌を疑わせ$'よ!う私異型腺細胞が出現し

てぶ組織学的問主{>悪性を示歩的な所見は得られな

い。これは IUDの子宮内膜に対する影響はさほ?ど深層

に笈ぷもιので祉ないからセおる主考え， tj，れ Q'~~~:' J'; 

(;:):)~刀 l:i:-:J drド )1;"'、'j， :(() :!in ぃ iコl、;.， .;;) 

京情JJ4fJ F買 λ"1()T!~l :)!ハ'"コ:りパ)~~ f 

1 1 UD装着者の EM-smearおよ花F抜去古紙花 1

UDのtJtQw~h i;smear; cかち、往々叫じ."t" .~for'eign/hj司y

type-;g'ianも:<':"11，とelci偽証 body，:典型腺細胞が認め百れ

るるよふゴ，目。!j心日0Jtdini、.:"!'_，r; :n .. :Il');-ι…、一

2..典型腺細胞の出現がE喝D装着後5ゲ月から'2年

10ヶ月，平均1年6ヶ月で認めぼれたRと!とから判断し

てど EM・smearらを含めた細胞診は'，'非装着者ぬおける

v、E寸，EC・srriear;;に::bQ頚部癌の検診同様j:白9月書た

はE年目.1度施行されれば寸分でおるとl思われるぜり J

3 異型腺細胞出現例では，高度典型を示さないかぎ

り，また出血等の臨床症状が無いかぎり，性急に IUD

を故去する必要はなく.EM-sm田 rを含めた細胞学的

検索によって follow-upができると考えられる。

4 IUDの材質の向上により，装着期間が延長し，

装着年齢も次第に高くなり，体癌の好発年齢に近づい

て，はたして， 1 UDが体婚の発生頻度に影響が無いと

いえるかどうかは，時聞を要する prospectiveな今後の

研究課題になろうかと考える。
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